
平成２２年度一般会計当初予算説明資料

２款 総務費

（ ）１項 総務管理費 名古屋本部 内線：052-262-5411

（ ）９目 県外事務所費 単位：千円

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 備考

起債 その他 一般財源国庫支出金

東海地区企業情報交 680 680 0 680

換会会議費

トータルコスト 1,487千円(前年度 1,509千円) [正職員：0．1人 非常勤職員：0．1人]

主な業務内容 企業関係者と交流会開催とその準備

・中京圏の企業関係者とのつながりの構築工程表の政策目標(指標)

事業内容の説明

１ 事業の背景・目的

・東海地区と鳥取県との経済的なつながりが薄いため、鳥取県及び鳥取県内企業がビジネスの

対象として意識されることは低い状態にある。

・また当地区では、地縁、血縁の意識が強く、企業への直接的なアプローチよりも知人などを

通じてのアプローチが、企業立地や企業間取引を行う上で有効な手段である。

・そのため、当地区で、鳥取県の存在感や経済的な結びつきを強めていくための基盤づくりが

必要である。

２ 主な事業内容

・鳥取県出身者、鳥取県に縁（ゆかり）のある企業と名古屋本部との信頼関係の構築を図ることに

より、鳥取県及び県内企業を理解してもらうための意見交換会を開催する。

・また県内企業と東海地区の県出身者・県と縁のある企業とのネットワーク構築も図る。

■鳥取県内の企業と中京圏の企業関係者との情報交換会（398千円）

・東海地区での見本市や展示商談会の開催に併せて、企業間のつながりや企業動向の把握な

どを目的とした情報交換を実施する。

想定する商談会等 メッセナゴヤ（見本市 、鳥取県名古屋商談会 等）

参 加 者 鳥取県と東海地区の企業関係者、県関係 35名程度想定

会 場 見本市等の会場内の会議室を利用

■鳥取県ゆかりの企業関係者との意見交換会（282千円）

・東海地区の本県出身企業関係者を通じて、経済動向や企業情報の収集、助言等を得る

参加者 本県にゆかりのある企業関係者、県関係 15名程度想定

開 催 年１回程度開催

３ これまでの取組状況、改善点

・メッセなごや２００９参加に併せて 「とっとり企業人交流会」を開催した。、

→ ３０名以上の東海地区と鳥取県内の企業関係者が参加、情報交換を行った。

・引き続き、企業関係者の交流の場を設けて、結びつきを強めていくための基盤づくりを行う。


